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昨年のスケジュールです。
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推奨年齢が
生後12-15か月
に！

小中学生
のBCGが
廃止
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わが国の風疹の現状とその対策
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1歳が一番多いですが、小学校低学年までの小児で約80％を占めています。
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風疹ワクチンの目的は？

1 先天性風疹症候群の予防

2 かかると稀に血小板減少性紫斑病や
脳炎という重い合併症を併発すること
があり、大人でかかると子供より重症
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風疹が流行すると、先天性風疹症候群の赤ちゃんが
生まれることを恐れて、人工流産が増えています。

まだ見ぬ命がこんなに亡くなっています。
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 週別定点あたり風疹患者報告数(1982年1週～2003年13週)

Week ＜厚生労働省感染症発生動向調査事業より＞ 流行予測2002
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流行していない今こそ！ワクチンの時期です。
1982年、1987年、1992年、1997年のような流行が来な

い内にワクチンを受けましょう。
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　中学生に対する風しんワクチン実施率（1977～2001年）（厚生労働省）
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感染症流行予測調査事業概要

～風疹～
風疹

調査時期：当該年度の7～9月
調査対象及び地区の選定：

宮城県、埼玉県、新潟県、長野県、三重県、島根県、山口県、高知県、福岡県、
沖縄県につき一地区を選定。

年齢区分：0～４歳、５～９歳、10～14歳、15～19歳、 20～24歳、25～29歳、
30～34歳、35～39歳、40歳以上の9区分より男女各2０名ずつ、計360名。

調査事項：血清中の風疹赤血球凝集抑制抗体価（HI抗体価）測定。予防接種歴。
生年月日、性別、採血日、職業、出生地、居住期間、外国滞在（国名）。
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予防接種歴（次からのグラフの色に相当、不明（黒）は除

く）

麻疹あるいは風疹(+)かつMMR(+)

麻疹あるいは風疹(+)かつMMR(-)

麻疹あるいは風疹(+)かつMMR不明

麻疹あるいは風疹(-)かつMMR(+)

麻疹あるいは風疹(-)かつMMR(-)

麻疹あるいは風疹(-)かつMMR不明

麻疹あるいは風疹不明かつMMR(+)

麻疹あるいは風疹不明かつMMR(-)

麻疹あるいは風疹不明かつMMR不明
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風しんワクチンMMRワクチン接種率、200１年度　計2,155名
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男女別年齢群別風しんワクチン接種率

（2000年度感染症流行予測調査）
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14～15歳の女性の抗体（免疫）保有率が特に低い
です！このまま10年経つと・・
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図1. 年齢別風疹HI抗体保有状況, 2001年

Fig.1 Age distribution of Rubella HI antibody
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　0-39歳　推計風疹感受性人口（2001年度感染症流行予測調査より）
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0～39歳までの女性で風疹の免疫を持っていない人は350万人を越えています。
このうち出産年齢である20～39歳の女性で風疹の免疫を持っていない人は70万人を超えて
います。男性は女性より更に多く、20～39歳の男性で風疹の免疫を持っていない人は450万

人を越えています。
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注目！

昭和54年4月2日～昭和62年10月1日生まれの方
（今日１５歳11か月～24歳5か月）、今年の9月30日まで（あと12日）なら

定期接種（公的負担）で受けられます！！それ以降は任意接種（自己負担）です。



全国流行していない今こそ！チャンスです。
CRSの患者さんも発生しています。



IDSCIDSC http://idsc.nih.go.jp/others/rubellaCPN.html
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キャンペーンポスター

ご必要の先生は
ご連絡下さい。

Illustrated by S. Matsuoka IDSC



わが国の麻疹の現状とその対策
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WHO Regions and Countries with Measles 
Elimination Goals, 2000

Outbreak prevention / Elimination
Mortality Reduction and Accelerated Control

EURO: 2007

EMRO: 2010PAHO: 2000
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麻疹の患者数と死亡数（人口動態統計より）
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By Dr.Mori FETP
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週別小児科定点あたり麻疹患者報告数
（1982-2003年13週）
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図6.週別定点あたり麻疹患者報告数(1982年1週～2003年13週)
Fig.6 Weekly measles reported cases per sentinel (1982.1w～2003.13w)

Week ＜厚生労働省感染症発生動向調査事業より＞ 流行予測2002

過去10年間で2001年は２番目に大きい流行
年間推計10-20万人の麻疹患者が発生している！
米国は年間約100人！！


